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“富良野にて”

旭川信用金庫 富良野支店

富良野ブロック長 兼 富良野支店長 常 楽 修

今年３月に、富良野支店に赴任しました。

はじめての単身赴任です。旭川信用金庫90周

年、また、私自身、勤続30年の節目に、地元

旭川市を初めて離れ、富良野へ参りました。

当地は、全国的にも観光地としての知名度

も高く、赴任から半年あまりが過ぎ、自分自

身、富良野に馴染んできた頃に、旭川支所長

のご依頼もあり、私の視点から感じた富良野

について書かせていただきたいと思います。

１．北の国から

富良野といえば、その名前を全国的なもの

にした、ドラマ「北の国から」のイメージが

あります。そのロケ地を訪れる観光客は、年

間およそ200万人におよび、当地の基幹産業の

ひとつにあげられます。残念ながら、２年前

にドラマは完結しましたが、放送開始以来、

脚本家の倉本氏が当地に住み、役者、脚本家

を目指す若者の受け皿として、富良野塾が発

足。地元の人たちの強力なバックアップの下

に、富良野演劇工場が建設され、富良野塾、

あるいは、地元の小学生等による演劇が上演

されるに至っております。私自身、演劇には

縁のない人間でしたが、取引先の方からの紹

介により、２度ほど見てまいりました。駐車

場の整理、司会など裏方に地元のボランティ

アの方々を見かけ、富良野市民にとって、演

劇は大切な文化に成長していると実感いたし

ました。

私の中での富良野といえば、スキー場、特

にワールドカップであのステンマルクも滑っ

た北の峰スキー場が一番最初に思い浮かびま

す。現在は、本州、九州方面からの修学旅行

生も多数来訪しているようです。また、台湾

方面からの観光客も冬に来ているやに聞いて

おります。しかし、実際の観光客が多いのは

７月、ラベンダーとへそ祭りを目当てに来る

方です。へそ祭りは実際に図腹を描いて参加

しましたが、実に楽しい。（真ん中、真ん中、

ど真ん中～と言う歌に合わせ、ソレ、ソレ、

ソーレと声を掛け踊る）やはり、祭りは参加

することに大変意義があることを感じました。

全国といえば、富良野高校ラグビー部が２

回目の花園出場を決めました。私は、正月と

いえばラグビー観戦をしていますが、今年は

より力の入った観戦となりそうです。是非、

野球の駒大苫小牧に続いて欲しいものです。

２．自然との共生

富良野市の基幹産業は、農業と観光と言え

ます。農業関連では、富良野のイメージ、す

なわち、「純」（北の国からの主人公の一人の

名前もそうでしたが）をブランドとして、メ

ロン、たまねぎ、にんじん、更には、ワイン、
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ビールのホップ、豚サガリなどが、全国的に

販売されています。観光については、前段で

も触れましたが、ラベンダーが咲く丘陵地帯、

自然そのままの麓郷地区が代表的です。また、

来年１月より、富良野発ドラマ第２弾の「優

しい時間」が放送されます。新聞によります

と、その９割が富良野のロケで、富良野の秋

から冬、早春への自然をふんだんに映し出す

とのことです。このドラマは、森の中の喫茶

店「森の時計」を舞台とした人間模様を描い

ているとのことですが、放送終了後に、実際

にこの喫茶店は、営業するとのことです。新

たな富良野の観光名所となるのは間違いない

と思います。地元の観光業界も期待している

ところです。農業も観光も、豊かな自然があ

るからこそ成り立っているのは間違いないと

ころです。富良野に赴任しまして、まず、お

どろいたのは、ゴミの分別です。こと細かく

書かれたマニュアルと、ゴミ毎に入れる袋が

全部で５種類あり、特に生ゴミの袋は、その

まま土に帰るものを使用しています。このよ

うに、環境に配慮しているからこそ、富良野

の基幹産業のいいイメージがあるのではない

でしょうか。自然からの恩恵ということだと

思います。北海道の中でも、自然との共生が

うまく機能しつつある地域と言えるのではな

いでしょうか。

平成14年１月に旧富良野信用金庫と合併し、

約３年の月日がたち、ようやく、統合が完了

した感がしてきた今日、地域金融機関として

商工業、一般個人の取引のみならず、農業関

連への取引拡大にも努めていきたいと考えて

います。

最後に、見所がたくさんあります富良野に

是非お越しいただきたく紹介させていただき

ました。


